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日銀金融政策決定会合（2024年3月）
マイナス金利、イールドカーブ・コントロール等の終了を決定

1/1

2024年3月21日

大規模な金融緩和策は終了も、当面は緩和的な金融環境が続く

3月18～19日に行われた金融政策決定会合において、日本銀行（以下、日銀）はマイナス金利やイール

ドカーブ・コントロール、ETFの買入れなどの主要な金融政策の撤廃・終了を決定しました。利上げは

2007年2月以来、実に17年ぶりです。これをもって、とりわけ2013年以降に始めた大規模な金融緩和策

は終了することになります。今後は他国中央銀行と同様に、短期金利（無担保コールレート・オーバーナ

イト物）の操作が主たる政策手段となります。

日銀はかねてより、2％の「物価安定の目標」が持続的・安定的に実現していくことが見通せる状況に

なれば、金融政策正常化（利上げ）を行う意向を示していました。そうした中で、今年の春闘では昨年を

上回る賃上げが実現したことや、コロナ禍以降の輸入物価上昇を起点とする財価格の上昇のみならず、足

元では賃金の動向をより受けやすいサービス価格の上昇も見られていることから、日銀は「物価安定の目

標」が持続的・安定的に実現していくことが見通せる状況に至ったと判断したわけです。ただし、声明文

では「現時点の経済・物価見通しを前提にすれば、当面、緩和的な金融環境が継続すると考えている」と

しています。あくまでも「見通せる状況」になっただけで、これまで同様に実現の確度が少しずつ高まっ

ている状況に変わりはないからです。そうしたことから、2回目の利上げは少なくとも当面は困難だと考

えられ、市場の反応も金利低下・円安という、所謂「材料出尽くし」となりました。

（出所）ブルームバーグ

（2018年1月～2024年1月）

消費者物価指数3月19日の10年国債利回りと米ドル円の動き

（出所）ブルームバーグより大和アセット作成

※3分足、値のない時刻は直前値を使用

(2024年3月19日9:00～16:30)(%) (前年同月比、%)

-4

-2

0

2

4

6

8

'18/1 '19/1 '20/1 '21/1 '22/1 '23/1 '24/1

総合 財 サービス

(円/米ドル)

148.0

148.5

149.0

149.5

150.0

150.5

151.0

0.72

0.73

0.74

0.75

0.76

0.77

0.78

9:00 11:00 13:00 15:00

10年国債利回り（左軸）

米ドル円（右軸）


